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　Abstract : Oren (Copt-isjapan･‘ａ Makino) is endemic to Japan and has cultuivated as one of the

important medicinal crop in north part of Japan. But recently it has been becoming to be cultivated

also in. south part of Japan on the increase of demand in herb medicine. In order to obtain the

basic information about its cultivation and breeding there, we made ａ survey on its growing pro-

cess in Kochi.　　　･●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　We could find by measuring 11. characters in many samples (one-ten years old plants).col!ected

frｏ�Monobe and Okawa village ir! Kochi pref. that the rhizome characters were superior to '

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶　　　　　　　　　　　　　　　-･a　　　　　　　　　　　　皿that in Fukui pref. throughout･their growing period, against the ･top ones were･ inferior to four or

five years latelyCFig.　1).　It is supposed that this differer!ce in growing process between Kochi

and Fukui may be due to moderate climate condition in winter, a proper amount of shading ‘and

ａ１０tof precipitation in summer in Kochi. Therefore, it could be concluded that the duration for

harvesting in Kochi is five or six years shorter than that in Fukui. Further, it is considered

necessary to establish the method for cultivation and to breed varieties in south part of Japan.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一緒　　　　　言　　　　　　　　　　　　　　　　。

　オウレンはキンポウゲ科に属し，主として日本海側の山間地に自生している常緑多年草で，その

根茎には薬効成分berberineを含み，古くから薬草として用いられてきた。近年生活文化の向上

に伴い，健康管理が重要視されている中で，安全かつ有効･な漢方薬が注目を沿びてきているが，我

が国の生薬の自給率は昭和50年代に入っても減少を続け，大部分を輸入に依存している。しかしオ

ウレンは他の生薬と異なりノその生産量の半分以上(25トン強)を輸出し，国内は勿論，海外から

も注目されている我が国特産の薬用植物である1･2'。また，オウレンは植林地内や水田転換畑でも栽

培できることから，林家の副業や稲作転換作物としても注目を集めている。このような背景から，

全国のオウレン栽培面積は昭和54年には655 ha にもなり，･過去３年間で２倍にも増加した2)。高

知県でも例外でなく，昭和51年の約80 ha が55年には約130 ha に達し，福井県，鳥取県に次い

で全国第３位にまで成長した2)。　したがって，今後もこのような傾向か続くものと考えられ，その

栽培ならびに普及に関する諸対策の確立か急務と考えられる。

　従来，オウレンの栽培に関する研究は，三鍋3Jが他の多くの研究者とともに，それまでの研究成

果をとりまとめており，その栽培に関する基礎的事項はほぼ明ら'かにされたと言いうる。しか,し，

これらの研究は福井県や鳥取県など裏日本における栽培を対象としたものであって，高知のような

暖地においては，おのずから生育経過も異なるので，上述の研究成果をそのまま適用することは困

難であってノこのような点からみれば，わずかに松永ら４）の研究かおるに過ぎない。

　そこで暖地オウレンの生育経過を把握し，今後の諸研究の基礎資料とするために高知県の代表的

産地において，播種年次別の個体の諸形質を測定して検討した。本報告はそれら調査，検討結果の

概要をのべたものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'



110 高知大学学術研究報告　第30巻　丿農　学
　　　　　　　一一一一

　なお，本研究万の実施にあ｡たっては，前田和美助教授及び山本由徳助教授には終始懇切な御助言を

頂いた。また，物部村坂本敬紀，公文康夫，大川村森林組合専務石川辰男の諸氏には，調査のため

に貴重な材料を供与され，それらの採取にも多大の援助を与えられた。さらに，調査材料の採取と

測定には当研究室の多数の諸兄姉が援助を惜しまれなからた。報告に先立ち各位に対し心から深謝

申し上げる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査地及び調査方法　。●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ”　　　々･;，

　１．調査地の概況　　　　　　　　　　　　　ト　　･-

　調査は物部村（久保光石，大栃仏頭，仙頭の平）と大川’村:（中谷，方由,）で標準的な生育を示し

た植林地内で行った。これらの地域から生育年次別ご1～2ヶ所を迪んで調査したが，各調査地の

環境条件は標高(30.0～1,050･ｍ）｡土質（礎土～埴土），傾斜（８へ40°J），斜面硯方向（東北～北～

西面）及び遮光率（50～70％）･など･において，かなり,の違いｶﾀﾞあつた。また栽培条件も播種量，施

肥量などにおいて相当の差異かあり，一般に物部村では密播(2.5～4.0くI/10 a），多肥（油粕30～

60 kg/10 a， 年２回）であり，大川村の粗播(0.6～3｡3 1),少肥（10～15 kg）と対照的であっ

た。このように自然環境及び栽培条件の異なる地域にねたる調査であるので，得られた測定値の厳

密な比較は困難であるか，高知県に｡おける生育の概要は把握で,きたものと考えている,。

　2.調　査　方　法　　　　　　　　　　　　　　　　　一犬　　‥一

　各調査地区内で最も標準的生育を示すj地点を選びい35 >く｡35 cm～･8C)×35 cmの方形または矩形地

を区切って，そのわく内の全個体を掘り取り個体数を数えた。その後研究室に持ち帰り，ランダム

に選んだ個体について，生体重，草丈，葉数，全葉面積，一誂平均面積，根茎の太さ及び分枝数，

主根茎長及び根茎全長，全乾物重，根茎乾物重などを測定した。　採取個体数，１�当り推定個体

　　　　　Tab＼ｅ　＼｡ i＾ｕｍｂｅｒｏｆ ｊ）ほｎtｓin ｕnit ａｒｅａ’ｏｆｏｂｓｅｒ･･ｕａｉｉｏｎ,ｆｉｅｌｄａｎｄ ｎｕｍｂｅｒ

調査地の栽植密度及び調査個体数

　　　　　　　．」　　’ｔ　ｌ　　　・

･ｏｆ ｐｌａｎtｓ ｅｘａｍｉｎｅｄ
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数及び調査個体数はTable 1. のとおりである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査結果及び考察

　1.生　育　経　過

　測定の結果をとりまとめて図示するとFig. 1.のとおりである。

cm

　30

20

10

　0

30

０
　
０
　
０
２
０
　
０

２
　
１
　
　
　
ｍ
３
　
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｃ

　10

　0

cm^

300

０
　
０
　
０
９
０
　
０

Ｏ
　
Ｏ
　
　
　
　
Ｃ
Ｏ

Ｃ
<
1

り
乙
　
ｌ

０
　
０
　
　
９
４
　
　
２
　
　
０

－

　g

2.0

1.5

E . Fresh plant weight

F. Dry plant weight

１ ２ ３

1.0

､／う

0.5

０

mm

　　４

　０

cm

　４

）

　２

’1　」０

　　　　cm

　(9.6) 15

rTタごとし

ｚ

ｽﾞｰ'ｏ

,／　　　　　　｀‘ぴ

４　５　６　７　８　９

Ｏ
　
i
n

o

―

４

２

０

10 １

Ｈ

２ ３

111

４｀　５　６　７　８　９　１０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Years of growth

Fig. 1. Developmental growth of the top and rhizome.
　　　　地上部及び地下部の生育経過
　　　Ａ：草丈，Ｂ：葉数，Ｃ：一葉平均面積，Ｄ：全葉面積，Ｅ：生体重，Ｆ：全乾物重，

　　　Ｇ：根茎乾物重，Ｈ：根茎の太さ，Ｉ：主根茎長，Ｊご根茎全長，Ｋ：根茎分枝数
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　　　　　　　　　　　　　　　　-

　Fig. 1.によると，本調査結果の年次にわたる傾向にはかなりの乱れが認められる。これは前

述のように調査地の自然環境及び栽培法の違いによるためと思われるが，生育の概要を形質別に検

討すると次のとおりである。

　草丈(Fig. l.A),一葉平均面積（Ｃ）及び根茎の太さ（Ｈ）などは播種直後から急速に増加

し，４～５年目にほぼ最高値に達した後は横ばい傾向を示す。一方，葉や根の生育増大量を表わす

諸測定値，葉数（Ｂ），全葉面積（Ｄ），生体重(E),根茎の長さCl, J･）及び分枝数（Ｋ），全

乾物重(F),根茎乾物重（Ｇ）などは当初３年ほどの増加は緩慢であるが，以後急速に増加して

ゆき本調査の最終年次10年でも，なお増加傾向か続いているようである。

　以上の生育経過を物部村と大川村で比較すると，全般にはほぽ等しいが，葉数(B),全葉面積

　CD).生体重(E),仝乾物重（Ｆ）など地上部の生育量を示す測定値では大川村の方が優る傾向

が認められる。物部村では一般に密播，多肥であり，しかも後述Fig. 2.に示すように年間の気

温もやや高い。それにもかかわらず，単位面積当りの個体数が少なく(Table 1.).地上部の生育

量が大川村より劣る結果となった点については理解できない点が多い。今後詳細な検討が必要であ

ろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。●

2｡高知県と福井県の生育経過の違い

　本調査結果を福井県のそれと比較するために, Fig. 1.に仙城ら5?による福井地方における生育

経過を併記しておいた。同Fig.によると，全般的には両県の傾向は似ているといえるか，次の３

点に関する差異は注目される。すなわち，1）全葉面積（Ｄ）は４，５年目以降高知が劣る傾向か

ある。この現象か葉数と一葉平均面積の差異によることはFig. 1.のＢ及びＣより明らかであろ

う。2）逆に根茎の生長量を示す諸測定値Fig. 1.のＧ～Ｋのうち太さ（Ｈ）以外では，全て初

期生長は高知の方が優り，しかもこの差異は年数の経過とともに拡大する傾向さえうかがえる。

3）さらに草丈の初期生長は高知か優るが.4,5年目で福井と同じ程度になり，それ以後は逆に

劣る傾向かおる。すなわち，高知では福井に比べ地上部の生育は４，５年目以降になると貧弱にな

るが，根茎の発育は播種直後から極めて旺盛であると言える。仙城ら5’は福井における諸調査の結

果より，収穫対象である根茎の生育をはかるためには，葉数と葉面積を増加させることが重要であ

り，ミガキオウレンとして調整中に失われないための最小の根茎の太さ３ｍｍ以上にするためは

は, 6.8葉, 180 c�以上にする必要かあると説いている。しかし，葉面積の少ない高知で福井よ

り旺盛な根茎部が発達している本調査結果は，仙城ら９の見解をそのまま高知に適用できないこと

を意味する。

　また, Kawano & Sawada^'が自生オウレンの生育について指摘する所によると，落葉樹林下

の相対照度は５～９月にかけては1～10％程度まで極端に低下し，オウレンの純同化率（ＮＡＲ）

もそれに伴い低下するとしている。福井地方の慣行栽培はオウレンの自生環境に似た落葉樹林下の

粗放栽培であり，夏期のＮＡＲの低下の著しいことが十分予想できる。高知ではスギ樹林地内の栽

培で，枝打ちや間伐が適度に行なわれた今回の調査地では，遮光率が低いため, NARの低下がそ

れほど著しくなかったと考えられる。

　さらに仙城ら5りまオウレンの収穫までの生育経過を①幼苗期で1～3年），②葉面積増加期（４

～６年），③分枝形成期（７～９年），④根茎増量期(10-15年）の４期に分けているか，本調査結

果をそのままこれに当てはめることは極めて困難である。すなわち, (a)幼苗期（１～３年）はと

もかく，②～④期の区別が容易でない。そこで，高知では草丈や根の太さの増加が最高に達する４

～５年目までを（ｂ）発育肥大期，それ以後を（ｃ）根茎伸長期とするのか妥当であろう。



　　　　　　　　　　　高知県に:おける栽培オウjレン1の生育経過　　£林・小渕=　　　　　　　　　　竹5

　,3.気象条件が生育に及ぼす影響

　このように高知での生育経過は福井のそれに比べ，｡一般に促進されると言いうる･が，これには自

然の気象条件の影響が最も大であると思われるので，高知の両調査地と福井県との気温ノ降水量，

日照時間を比較して示すとFig. 2.のとおりである。

　まず気温については３地域とも大差なくレ高

知県両村も福井県と同様冷涼と言える。しかし

１～３月の最高気温は福＃３～６°Ｃであるの

に対し，大川村゛6～10°Ｃ，物部村9.5～10.5

°Ｃ,と３～９°Ｃも高い。また降水量は高知の両

村では６～９月｡にかけて，梅雨や台風な｡どに｡よ

るピークが見られるのに対し，福井県では１月

に積雪によるピークが見られる。さらに日照時

間については，高知では年間を通じつねに約

200時間前後であるが，福井では10～3月の間

は降雪による低下が著しく，１月には高知の半

分にも満たない。

　このような自然条件の差異力二オウレンの年

間の生育過程に差異を生じさせているこどは√

従来の報告からもうかがえる。すなわち，仙城

ら5Jと坂本7Jは年間の生育過程をともに５生育

段階に分けているか，そのうち冬期生育休止期

間は仙城らの4.0ヶ月(日月下旬～３月下旬)

に対し，坂本は1.5ヶ月(Ｈ月下旬～１月中旬)

であって，その差は2.5ヶ月にも及んでいる。

　以上を総合すればレ福井では12～3月にわた

る降雪による日照不足，あるいは積雪下にある

ため，この間オウレンの生育はほとんど期待で

きない。これに対し高知においては，ほとんど

積雪がなく冬期も快晴に恵まれ。日中の気温が

かなり上昇するため，冬期にも多少の生育が期

待できる。勿論，積雪はオウレンを凍害から守

る役目をは,たすが，冬期･にも気温が著しく低下

しない高知にあってはその必要性はないと考え

られる。それに春～秋にかけての降雨は，高温

時のオウレンの生育を促進するのに役立ってい

るのであろう。

　従来，福井では播種後収穫まで15年以上を要

するのに対し8)，高知では8～10年で収穫可

能とされているが，これは上述のような気象

条件にもとづく年間生育期間の長いこと及び高

温時の降雨による生育の促進によるものであろ

う。勿論，このような生育経過が単に気象条件
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　Fukui pref.　　　　　　　　　　一
　高知県と福井県における気温（Ａ），雨量（Ｂ）及び日

　照時間（Ｃ）
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のみによるものでなく，栽培方法や品種の違いも無視できないことは言うまでもない．しかし.こ

のことは同時に高知のような暖地環境にふさわしい栽培技術体系と品種の育成が極めて重要である

ことを物語るものである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　約

　オウレンは古くより国内は勿論，広く国外からも注目されてきた薬草であり，特に近年生薬需要

の増加から栽培意欲か全国的に高まっている作物である。このよう心情勢に対処するために，本研

究は従来解明されていない暖地オウレンの生育経過を調査検討したものである。

　高知県物部村及び大川村の1～10年生の栽培オウレシにづいて，年次別に生体重，草丈，葉数，

全葉面積，一葉平均面積，根茎の太さ及び分枝数，主根茎長。根茎全長，全乾物重，根茎乾物重な

どを調査した結果(Fig.l.),福井県の場合に比べ,'4,5年目以後は地上部の生育は劣っても，

収穫対象である根茎部の発達は播種直後より最終調査時点の10年生ま,でつねに旺盛であった。これ

は高知では冬期降雪が少なく晴天に恵まれて年間の生育期間が長いこと，適度の遮光，及び春，夏

期の高温時に降雨か多いこ,となどにより，生育か促進されるためと考えられる。したがって，高知

での播種後収穫までの所要期間は8～10年であって，福井県の15年以上に比べ著しく短縮できる。

このことは同時に高知のような暖地においては･i独特の生育経過に好適するような栽培球術の確立

と品種の育成が急務であることを痛感させるものであるノ　‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス･　　　ツ　●●･●●●●　●●ニ｀I●　　ト　　　　三･’
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